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西粟倉村参事の上山と申します．どうぞよ
ろしくお願いいたします．
西粟倉村の人口は 2018 年 4 月 1 日で 1468

人（住民基本台帳人口）です．去年が 1478
人でしたので，人口は 10 人ほど減っていま
す．比率にすると 0.6％で，この付近がだい
たい 7％近い減少率であるのと比べると，ほ
ぼ横ばいという状況です．面積が 58 ㎢ぐら
いですが，95％が森林で，うち 85％が人工
林ということで，スギ・ヒノキの人工林とい
う状態になっています．交通の方は比較的田
舎ですが，鉄道網と高速道路網が入っている
ので，かなり便利なところだといえると思い
ます．奥地には樹齢 1300 年を超える，地元
の人が原生林と呼ぶようなブナやナラといっ
た人工林以外の属性を持つ自然林がありま
す．これがだいたい 80haほどありますが，
あとはしっかり管理された「百年の森

も り

林」が
隣接しています．
いま「百年の森林事業」を進めています．
森林の整備が進んでいきますと，下に草が生
えていって，樹間が開いていくと必然的にヒ
メボタルのような生物も増えてきます．最近，
ここ 2～ 3年，ホタルがブームですが，ヒメ
ボタルもかなり増えてきて，一つの観光地に
なりつつあります．冬は当然，雪が降ります．
だいたい標高 1200mぐらいのところがうち

では一番高いところになりますが，そういっ
たところではかんじきによるツアーも行われ
ています．
2018年7月6日に西日本豪雨がありまして，
実は西粟倉村も 2日間で 500 ㎜ぐらい降りま
した．村の一番雨が降るところで 2000 ㎜ぐ
らいが年間降水量になりますので，2日間で
だいたいその 4分の 1が降ったことになりま
す．ぱっと見ではあまり見えませんが，林道
や山の中にある村道はほぼ壊滅状態で，村内
に 36 線の林道がありますが，無事なのは 4
路線だけで，残りの 32 路線は何らかのかた
ちで被害を受けています．それに比して森林
の林地崩壊は 2カ所程度で留まっていて，そ
こに基づく被害というのはあまりなかったの
ですが，1 カ所がズリ床ということで，幅
20mで長さ 400mがずり落ちているのが今回
の災害の一番大きな箇所になります．
山地崩壊を起こすような山に行ってみる
と，だいたい岩盤があります．厚真町さんな
んかも，今回の地震でほとんどの山が崩れて
いますが，おそらく岩盤があって，木の根を
見ると，だいたい 50cmぐらいの表土のとこ
ろに木が植えてあったのだと思います．苗木
のときは，小さいので全然問題ないのですが，
50 年生，60 年生となってくると，だいたい
胸高の直径が 30 ～ 40cmになって，高さが

特集1 持続可能な地域

「持続可能な地域づくりを目指して
―林業を基盤とした循環型の村づくり―」

上　山　隆　浩（西粟倉村）



－ 3－

特集 1　持続可能な地域　「持続可能な地域づくりを目指して―林業を基盤とした循環型の村づくり―」

20m近くになるものがどんと表層の上に乗っ
ているわけです．少し雨が降ったり風を伴っ
たりすると上の木が揺れて，地盤が支えられ
なくてそのまま落ちてしまうというのが広島
の災害でもありました．西粟倉村にも，結構
こういうところがたくさんあります．上から
レーザーを当てたぐらいではなかなか分から
ないので，木を出すために路網を整備して飛
び込んでしまうと，そこがそういう地質だっ
たということは結構あります．
間伐をしないと下草が生えず，雨が降ると
流れやすいということは当然あるわけです
が，間伐をしていても流れる地盤のところは
結構あるなというのが感想です．ただそう言
っていてもいけませんので，ああいったとこ
ろは環境林に戻していく中で岩盤の方へ根が
入っていくようなマツといったものを植えて
いく必要があるのかなと思っています．
高度経済成長期以前には中山間地域から食
料や木材，炭といったものが出ていき，都市
部からお金が来て，それで農林業が活発化す
るという構図でしたが，高度経済成長期以降
は，人も併せて全部出てしまい，人に併せて
お金も出てしまって，都市部に集まったお金
が国から地域の方へ，地方交付税を通じて流
れてくるというような経済のシステムになり
ました．その結果，農林業地域が衰退を始め，
自律ができないという状態になっています．
どうしたら自律可能な地域になるのかという
ことですが，結局，地域外へ出ていくお金や
人の流れを地域に取り戻していく，もしくは
地域内で回していくというかたちの中で，田
舎なので，いわゆる農林業，第 1次産業の活
性化やエネルギーをつくっていくというのが
一つの目標なのかなと思って西粟倉村では進

めているところです．
平成 20（2008）年に「百年の森林構想」
を立てて，平成 21（2009）年から事業を開
始して 10 年ほど経ちました．これがいま国
でいわれている森林経営管理法案のベースに
なっているものです．そのモデルとして，西
粟倉村のこの構想を土台としながら森林経営
管理法に近い手法ができているというところ
です．この構想は 100 年間頑張ろうという話
ではなくて，植えてから 50 年経っています
ので，資本価値が下がっている山について，
もう 50 年頑張って世話をしていくというこ
とです．そこで経済的な価値を上げていく中
で雇用をつくっていこうという発想だったわ
けですが，一番大きな特徴は，森林という個
人の財産に税金を充てるということです．
行政ではなかなかできないので，個人の財
産は自分で管理してねというのが普通です
が，西粟倉村の場合は森が95％を占めていて，
住民の安全や環境に直結するということもあ
って，国内ではあまりなかったことですが，
税金を投入して森林を回していくということ
を 10 年前に決断をしています．要は森林経
営管理法案もまったく同じで，今回のものは
皆さんから森林環境税という税金を集めて，
それを森林の整備に充てて，その代わりに自
治体がやってねといった話で大筋は同じです
が，中身の主義はちょっと違います．
全体のスキームを見ますと，村が森林所有
者さんとお話をして，村に経営権を 10 年間
預けていただいて，その取りまとめたものに
ついて村が森林経営管理計画を立てて，それ
に基づいて森林組合に森林の管理をさせると
いう流れです．一方で，出てくる木材に対し
て，それを地域内で回してそれに付加価値を
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付けて都市部の利用者に売っていくという流
れをつくっています．
ここでポイントになるのは，木材市場に価
格決定を委ねるのではなくて，地域の中で付
加価値を付けることで，地域内で経済を回す
という点です．民間のベンチャー企業が森林
の木材の新しい価値をつくる作業をしている
ということです．村が森林の経営管理をして
いた部分も，ベンチャーで新しく「株式会社
百森」を起業して，所有者さんに相対するも
のについてもベンチャーがするということ
で，ベンチャー自体が森林管理をしていくと
いうスキームになりました．所有者さんはベ
ンチャーに対して山を預けるというのは不安
が残るので，あくまでも契約先は西粟倉村に
なり，全体管理は村がしますが，最後はベン
チャーが進めていくという流れになっていま
す．
いままで小さく刻まれていた山を一括で管
理して，路網等も入れて合理化して出すこと
によって，一元的に管理された中で山や木材
をコントロールしていくという流れになりま
す．先ほど言いましたように，山から出てく
る木材は，従前は山土場から原木市場に流れ
ていって，原木市場で値段が付いて売れてい
くという流れでした．50 年，60 年たった木
材が，そのときに出た原木市場の値段で決め
られてしまう流れだったわけです．
ただ，これだとすべて原木市場に流れてし
まって域内に還流させる付加価値を付けるこ
とができないので，これをやめまして，地域
内のベンチャーである「西粟倉・森の学校」
というところに木材を集約して，「西粟倉・
森の学校」が商品をつくって付加価値を付け
て売ったり，使えないものは合板として大手

の会社に販売したりしていくという，市場を
通さない仕組みをつくりました．平成 26
（2014）年からは，再生可能エネルギーの取
り組みを始めたこともあり，新たに価値のな
い材を薪ボイラーに回したり，この後，村楽
エナジー（当時）さんというところにも行っ
ていただきますが，温泉施設の化石燃料を薪
ボイラーにしたり，地域熱供給システムの材
料にするといったかたちで熱利用に回してい
くというような流れを現在つくっています．
これらによって木材のカスケード的な利用
と，川上から川下までを一括して管理してい
ますので，出たり出なかったりということが
なくて，毎年計画的にこれぐらいの量が出せ
るということを踏んだ上で事業をすることが
できるようになっています．
そういった取り組みの中で，村が税金をか
けて山を整備するというところが新しかった
わけですが，ベンチャーが木材の利用を促進
するという取り組みも非常に新しいといいま
すか，価値のある取り組みだと思っています．
いままで木材の需要というのは，住宅の着
工戸数と連関するといったイメージを皆さん
お持ちだと思いますが，実際，家が建てば木
材が使われるのかというと，いまの工務店の
かたちでいうと，ストレートにそういうこと
にはなりません．何々工務店とか何々ハウス
が東南アジアでつくってきたパッケージにな
ったものを建てたからといって，木材需要が
上がるかというわけではないということもあ
って，必ずしも連関しません．また，イメー
ジ的に国産材を使ったものを建てられる方と
いうのは，少しお金がある方，富裕層といっ
た感じがありますが，ベンチャーさんがこの
スキームを進めていって一番すごかったなと
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思うのは，そこの概念がぐっと変わったとい
う点です．
「木の里工房木薫」さんというのは，幼稚
園の什器などを作っている会社で，主に関東
圏で事業をされているところで，もう一つは
「森の学校」という会社で，こちらは間伐材
を使って「ユカハリタイル」といった製品を
つくっています．これはどちらかというと，
家を建てる人がターゲットではなく，木材に
はあまり関係がない若い方たちが，例えば，
借りているマンションやアパートにこういう
ものを引いていくだけで内装化ができる，ま
たは移りかわるときにはしまって，それを持
っていって移動先で広げて使えるという商品
です．だから，どちらかというと住宅云々と
いう話ではなくて，まったく違う新しいもの
をつくっています．
しかも，間伐材というのは悪い木から切っ
ていって優良材を残していくので，間伐材に
なる木には，節が結構いっぱいあるんですね．
これは住宅ではほとんど選択されない木で，
皆さんがご存じなのは無垢材とか節が少ない
木材がベースですが，これは逆にそういう間
伐材でも十分使えるということで，価値がな
いものに対して新たな価値を付けたというこ
とです．それから，通常内装材は 2mが 1単
位で，2mの中に節がいくつあるかで材質，
商品価値が決まるのですが，これは 50cmが
商品価値になっていますので，要は 50cmの
中に節がなければ別にいいわけです．いいと
ころだけを取って選ぶということもできると
いうことで，従来ある木材の考え方ではない
ものを新しいベンチャーを使うことで商品化
することができているというのが非常に大き
な価値だと思っています．

値段はちょっと高いですが，ヒノキを使っ
た家具をつくっているベンチャーもありま
す．ヒノキの家具というのは非常に珍しくて，
元々ヒノキで家具をつくるというのは技術的
に非常に難しいのですが，そういったところ
の技法も開発されて非常に軽くていい家具が
できています．
こういったかたちでいろんな木材につい
て，今までは市場で売るしか価値がなかった
ものを，地域内で売ることでその価値が 7～
8 倍になって，地域内に還流するという仕組
みに，若い人たちが参加してくださったとい
うのが大きい流れです．田舎の人たちは木を
延々と世話をしてきましたが，アウトプット
の部分はないので，そういったところにそう
いう仕組みを入れてきたというのが今回の大
きなところなのかなと思っています．
それ以外にもヒノキ染めをされる方や楽器
をつくる方とか，木材関係のベンチャーの方
たちも結構入っていらっしゃって，全体で森
を回しています．また，港区でも内装をやら
せていただいて，「みなとモデル」にも入ら
せていただいています．
ただ，全国的に問題になっているのが，齢
級構成が 50 年生から 60 年生のときに大きな
ヤマがあって，そこが木材として提供されて
いない，つまり新しい木が植えられていない
ということで，こういう林齢構成をある程度
平準化していかないと，将来の林業は基本的
に成り立たないということになります．うち
が試算しても，間伐だけをやっていくと
2040 年から 2050 年には間伐する山がないと
いうことになります．
いま目指しているのは一定のラインで主伐
をやりながら，皆伐 15haの 95％を植え直し
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ていくということで，2060 年ぐらいからや
や林齢の平準化が始まるといったかたちにな
ります．これはスギだけなのでヒノキも同面
積をしなければいけませんが，西粟倉村の場
合は，毎年 30ha程度の主伐をしていって植
えていくということで林齢の平準化を進める
作業が必要だということです．
ただ，一番大きなシカの食害というのがあ
って，植えたらすぐシカに食われてしまうの
で，いまはシカの食害をどうするかというの
が非常に大きな課題になっていて，ロボット
の導入であるとか，いろんなメーカーさんと
お話をしています．ドローンというのはよく
一般に言われますが，そうではなくて地上型
で，例えば某メーカーさんだと顔認証の技術
だとか認証技術が非常に高いので，その認証
技術によってその動物がシカなのかどうなの
かというような選別を付けた上で，レーザー
技術が進んでいるところもあって，段々軍事
兵器のような話になっていくんですが，真面
目にそういう議論をやっているんですよ．こ
れは人が付いて回っていくということにはな
らないので，何かいい方法はないかなという
ことで，いろんな手法を民間の会社さんと研
究をしたり，四足歩行のロボットでできない
かとか，そうするとそれの上にレーザーを付
けたらまた軍事兵器みたいな話になるんです
が，そういう話を大真面目にやっているとい
うのが現状です．
また，地域の森林経営も，先ほど「株式会
社百森」を紹介しましたが，行政や森林組合
だけでなくて，よりいろんな手法をマネタイ
ズできたり，いろんなところと組んで先ほど
のような課題を研究していく仕組みとしてベ
ンチャーを立ち上げています．どちらかとい

うとそういった方が会社とか法人の関係，そ
れから資金を調達する上でもやりやすいの
で，こういったかたちで管理会社を新たに興
しています．森林経営管理法案に基づく対応
も地域ごとにする必要があるので，専門の組
織をつくるというかたちにしています．
皆さんの中にもそろそろ該当される方が増
えてきたのではないかと思いますが，相続が
起きます．先ほど言いましたように，高度経
済成長期に西粟倉村から外に出た方がいっぱ
いいらっしゃいます．村に残っている方が亡
くなられると，相続で全部都市部に森林が出
ていくかたちになってしまいます．その方が
森林経営に興味があれば問題ありませんが，
なかなかないということもあって，自治体が
それを追いかけていって一人ずつ話をすると
いうのは非常に難しいので，民間の商事信託
ができないかということで 2年ほど研究をし
ております．これは三井住友信託銀行さんと
住友林業さんとが入っていて，来年の春から
販売を始める予定にしています．販売を始め
るというのは，西粟倉村でスキームを開発し
ているのですが，三井住友信託銀行さんにと
っては日本全国どの山も信託の対象になると
いうことで，こういったかたちで信託を一つ
の手法としてやろうと．
山というのは 60 年ぐらいのサイクルでな
いと収益が上がりません．一方，信託にする
と信託手数料というのが毎年必要になりま
す．信託会社もそれで食べていくので，それ
がないと信託なんかやらないわけなんです．
そうすると，短いサイクルで収益が上がるも
ので組成をしておいて，60 年後に得られる
ものでバックすると，大きく言うとそういう
ことですが，では何をするのかというと，そ
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こも再生可能エネルギーが動くわけです．現
在，いまある発電所ではない発電所の建設を
始めていて，199kWの水力発電を平成 32
（2020）年春に動かす予定で実施設計をして
います．その売電収入を 4700 万円ぐらい見
込んでいて，その一部を信託事業を回すため
のエクイティの一つに入れるということで，
信託が回るかといったことをいま検討してい
ます．だいたいこういう信託スキームです．
いろんな木を出していくと，製品化できる
ものもあれば，製品化できない木も出てきま
す．西粟倉村の山は，どこもそうなのかもし
れませんが，まだ保育間伐をしていますので，
10 本の木を出すと，森の学校さんが内装材
に使ったりできるのは 2～ 3 本ぐらいです．
後 2～ 3本ぐらいは合板会社へ行きます．要
は，5本ぐらいは使えるけど，残りの 5本ぐ
らいはチップ材としてバイオマス発電所に行
くということです．残りの 5本をどのように
有効に使うかということですが，村には温泉
施設が 3カ所あって 22 万 Lぐらいの化石燃
料，灯油を使っていましたが，それを 3カ年
かけて薪ボイラーに変更をかけていて，2割
は灯油が残っていますが，8割ぐらいは代替
しているというようなかたちになっていま
す．それに伴って，薪をつくって施設に売る
というところが多いのですが，ここは木を買
って薪をつくり，ボイラーに入れて，ボイラ
ーの管理をして熱のコントロールをして，熱
量でいくらというかたちで熱量分をもらうと
いう仕組みになっています．フルで働いてい
るわけではありませんが，すべての管理をす
るためにだいたい 5人ぐらいの雇用をつくり
ながらやっているというのが「村楽エナジー」
さんという会社です．

井筒耕平という人が代表ですが，彼は現在，
西粟倉村から出て神戸に在住しています．た
だ，本社とスキームはこちらに残っていて，
彼は村を出て別なところで横展開しながらい
ろんな事業を伸ばしているという状況です．
先ほど紹介しました，「木工房ようび」さん
や「村楽エナジー」さん，「木の里工房木薫」
さんや「森の学校」さんは，うちでつくった
ノウハウを水平展開して，今回災害があった
北海道厚真町や下川町，熊本県の多良木町と
いったところで同じような事業を展開して事
業規模を上げています．
西粟倉版木の駅プロジェクトというものも
あります．これは村から補助金を出す必要は
なくて，皆さんが持ってこられた木を 1トン
6000 円で買って，そのうち半分を現金，半
分を商工会の商品券で支払います．その木で
「村楽エナジー」さんが薪をつくって温泉施
設に売って，ジュール当たりいくらかの収入
を得ています．自治体が関与して 1トン当た
り 3000 円といった補助金を出して回すとい
う仕組みではありません．
もう一つ，この木もメインで使えますが，
後ろで「百年の森林事業」があるので安定的
に森林組合の土場には C材になる木が出て
いるので，これで木が集まらないから困ると
いう話はまったくありません．相互で補完し
ているので，出てもいいし出なくてもいいと
いうのが本当のところですが，そういったか
たちで動かしています．
木質バイオマスを活用した地域熱供給シス
テムが平成 29（2017）年度から事業を始め
ていて，一部すでに稼働をしております．役
場の隣の保育所はすでに地域熱供給システム
で動いています．
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つい 1週間ほど前から，今年の冬に向けて
蓄熱タンクの水温を上げています．蓄熱タン
クが 175t，実は 3カ年の事業でチップボイラ
ーが今は 1 台だけ入れてあります．今年
300kWとバックアップ用の化石燃料のボイ
ラーが設置されて，エネルギーセンターの装
備は一式ですが，去年度に 1基だけ入れて，
その 1 基で 175tの蓄熱タンクの水温を上げ
ていて，いま 50 度ぐらいまで上がっていま
すが，75 度まで上げようとしています．将
来的にはこれらの施設に熱供給をすると．た
だこれは 1期の予定で，実際やるときには 2
期で，将来の農業プラントだとか，村営住宅
がすでに耐用年数を過ぎておりますので，新
しいのを建てても全然よくなっているので，
そういったところをめがけて熱供給の仕組み
をつくっていくということで，徐々に整備が
できるようなかたちになっていて，今回のこ
れらの施設に回していく事業で 4億 3000 万
円ぐらいの事業になります．
こういった事業の仕組みの中に，別の事業
でカーボン・マネジメント事業というのがあ
ります．環境省でも珍しいのですが，電気熱
を作るのと公共施設の二酸化炭素の排出量を
削減するカーボン・マネジメント事業の 2つ
を付き合わせて一つの事業にしています．ち
ょっと珍しいですが，こういう事業をいまや
っているところです．
全体の流れで言うとこういうかたちになり
ます．「百年の森林事業」で出た原木が「森
の学校」に行って製品になります．それ以外
のものは C材で「村楽エナジー」さんのと
ころに行って，薪やチップになります．木の
駅プロジェクトで出た木も「村楽エナジー」
さんのところへ行きます．「森の学校」では

製材をすると製材の端材が出ますが，端材は
自動的にチップになって出るようになってい
ますので，そのチップが「村楽エナジー」さ
んの方に行きます．それから村内に製材業者
さんがいらっしゃって，そこでも製材をする
と製材端材が出るので，これが全部「村楽エ
ナジー」に集まって熱供給の仕組みのところ
へ流れていくというかたちになっています．
要は，あまり村の役割がなくて，それぞれ民
間の方で仕組みをつくるというかたちになっ
ています．
「木工房ようび」さんや「エーゼロ」とい
うところも，建物内の熱エネルギーは，薪ボ
イラーで整備をされています．うなぎの水温
の維持に薪ボイラーが使われていたり，「木
工房ようび」さんの家具工房の暖房や給湯に
も薪ボイラーが入っていたりしますので，結
構，そういう意味では木質バイオマスの利用
が進み始めているというところです．
10 年間はこういうかたちで森林整備を基
にスタートしていくのですが，森林整備を基
にいろんな再生可能エネルギーの取り組みを
始めて，それから木質バイオマスのようなバ
イオマスの利用を始めました．そうすると若
い方たちがビジネスとして移住して来られま
したので，今度はそういったものを促進させ
るということで「ローカルベンチャー」とい
う定義をつくりました．ローカルベンチャー
というのは，要は地域の資本的な価値を見つ
け出して，自ら地域の価値を高める事業をす
る企業ということです．いまこの言葉がはや
り言葉ではありませんが，結構言われるよう
になっています．そういった方向に進んでい
るということです．「ローカルベンチャース
クール」というのは，地域でやりたいビジネ
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スモデルを持っておられる方がそれをブラッ
シュアップして事業としてやるということ
と，「ローカルライフラボ」というのは，地
域で何かやりたいけれども，まだビジネスプ
ランはないので，地域に入ってビジネスプラ
ンを考えたいという方用の 2つの窓口があり
ます．この 2つの窓口を使って若者の起業を
進めています．
10 年間でローカルベンチャーの企業は 35
社になっています．新しいのは役場の職員が
提案するビジネスモデルのようなもので，こ
ういうアイデアがありますけど誰かやりませ
んかといった，ソーシャル・ビジネスに近い
ものも結構ありますが，こういったテーマ出
しをしていく中で，そんなビジネスだったら
僕がやるといった人たちと一緒にやっている
というのが最近多いところです．本当は 35
事業体ですが，アンケートに答えていただい
た 31 事業体でだいたい 60 事業が 10 年間で
起きていて，総生産額で 13 億円ぐらいには
なっていますでしょうか．こういったことを
進めています．林業も始める前はだいたい 1
億円ぐらいでしたが，いまは 8億円になって
います．その 13 億円の中に林業の 8億円も
入っていますが，そういった状況になってい
ます．
人口についてですが，いまは Iターンの方
とそのご家族の方の数が 130 人ほどになって
います．人口が 1468 人ほどなので，おおむ
ね 1割近くが Iターンとそのご家族の方だと
いうことです．
10 年かけて木材を中心とした，木や再生
可能エネルギーを使って，どちらかというと
自然資本の価値の見直しを進めてきました
が，いま若い方たちがたくさん来られている

中で教育や子育て，福祉のベンチャーの方た
ちもかなり増えてきて，次の一つのテーマと
して社会資本の向上が大きなテーマになって
きたと認識をしています．
「百年の森林構想」はそのまま旗として残
しながら，より社会的な意味での新しい旗を
立てようということで，去年 1年かけて地域
の中でいろいろともみまして，「生きるを楽
しむ」というキャッチコピーをつくりました．
これから 10 年，社会資本向上をテーマに，
幸福感というものが，所得が高いから幸福だ
とか，都市に住んだら幸福だとかいう側面だ
けではなく，それぞれの地域に住んでいる方
たちがそれぞれ「生きるを楽しむ」というこ
とをテーマに生きていける地域づくりをしよ
うとしています．
そのシンボルプロジェクトが 4つほどあり
ます．実は私が管理している地方創生推進班
の職員が一人ずつテーマをつくってプロジェ
クトに基づいて，個人プロジェクトとシンボ
ルプロジェクト，自分がどの位置にいるかと
いうことで立ち上げていくわけですが，現在
4つをシンボルプロジェクトとして進めてい
ます．
これは，義務教育は義務教育としてちゃん
とあるんですけど，少し地域のアイデンティ
ティーを高めたり，せっかく西粟倉村に来て
いただいているいろんな方たちの知と小学
生，中学生の子どもたちが触れ合う機会をつ
くるということで，「あわくらみらいアカデ
ミー」といったプロジェクトを現在動かして
います．ポイントとしては職員がプロデュー
サーになって，この事業を進める上で必要な
スキルをお持ちの方や企業とコンソーシアム
をつくって進めていくというようなことと，
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それぞれお金が必要なのでファイナンスを作
るというようなかたちで，そういう事業の取
り組みを進めているところです．
こういったかたちで西粟倉村が 10 年間進
めてきた中で，次の 10 年というのをいま見
据えながら事業に取り組んでいるというとこ
ろになります．
以上でございます．ありがとうございまし
た．

質疑応答

○フロア 1　どうも貴重なお話をありがとう
ございました．2つの質問があります．最初
の方の話で確認ですが，「百年の森林」とい
うことですが，なぜ百年なのかということが
よく分からなくて．というのも，日本の森林
はだいたい，伐期が 60 年で，だいたい伐期
にきていると思うんです．何で百年かなと．
要するにコンスタントに森林から伐採できる
ように樹齢を 100 年ぐらいでそろえていっ
て，200 年，300 年と持つようにしようとい
うふうなかたちで，それで百年ですか．
○上山　そうですね．
○フロア 1　それから，伐採してから製材の
流れですが，森の学校に製材施設もあると．
ホームページで見た限りでは非常に製材施設
は小さいですね．先ほどの原木の流れで見る
と，森の学校を通るけども製材所に行かずに
するわけですね．
○上山　そうですね．
○フロア 1　これはどれぐらいの割合で製材
所に行っているのか．また，製材所に販売す
る場合に，その価格は市場価格なんですね．
○上山　はい．

○フロア 1　これが市場価格になるなら，別
に原木市場で何にも変わらない．この辺で割
と小さい製材所でしか使っていないのにそう
そう実現できるのかなと．その辺の原木の流
れ，価格を教えてください．それから，その
まま出ているのではなくて，ここで付加価値
を付けるということで 3つ，4つ会社の例が
あったと思いますが，いずれもマーケットは
やっぱり港区であるとか，あるいはヒノキの
椅子は非常に高い価格帯ですね．それから，
リフォームはまさに一般商品．かなり全国向
けで販売していると思うんですが，その辺の
マーケティングの対象というか，どうやって
お客さんを確保しているのかなと．ネットで
見ましたけれども，あれだけでいけるのかな．
特にヒノキの椅子は 20 万円ぐらいしますが，
あれは売れるのかなと．それともう 1つは，
加工する場合の企業さんはマーケットが外に
あるわけですから，別にここにおらんでもえ
えわけですね．なぜ企業さんはここにいるの
か．それはビジネスの理由からなのか．それ
とも，まちが好きだからなのか．その辺ちょ
っと教えてください．
○上山　まず「森の学校」で使っている木の
量は全体の 2 割ぐらいです．ですから 5000
㎥を出すとすると，だいたい 1000 ㎥ぐらい
がユカハリタイルだとかそういったところで
加工されている．ただ，圧倒的に数が足らな
いので，近隣の市場からも木を入れてきて，
つくっているというのが現状です．残りの
3000 立米は，先ほど言いましたように，例
えば広島の合板の会社だとか，そういったと
ころにトラックで運ばれています．後の
1000 ㎥ぐらいが地域内の熱エネルギーに換
えられているというところですね．ですから
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1200 ㎥ぐらいが工場で使われています．一
方で，「森の学校」の方は 4000 ㎥ぐらいいる
ので，逆に言うと 3000 ㎥ぐらいは，例えば
鳥取県の智頭町のスギだとか，そういったの
も使った上で事業としてやっている．
○フロア 1　つまり，合板用の原木の方は，
「森の学校」での加工には使えないというこ
とですか．
○上山　そういうことですね．特に，内装材
だとかそういったところに行くものは，やっ
ぱり指定で，無垢の 2mとか結構あるんです
ね．そういったものも主力の内装材商品にな
っているので，そういったものは外から入れ
ながら全体量をやっているというのが現状で
す．
○フロア 1　それから，資材調達の観点から
言えば，ここに工場を建てるよりも，鳥取の
製材所の近くに建てた方が原木調達は有利で
はないですか．
○上山　基本的にはそうですね．単純に工場
の立地だけを捉えるとそうなりますね．
○フロア 1　合板用に販売する原木の価格は
いくらでしょうか．
○上山　合板の価格というのは，基本的には
合板製材所，いわゆる合板の会社が価格提示
をするんですが，その中の一番高い値段の合
板会社のところへ売っていくというかたちに
なります．「森の学校」さんが買うような木
の価格設定は，近隣の市場の価格をそのまま
スライドさせて買います．そうすると，山主
さんは市場に運ぶ運送費，それから市場の方
でだいたい 15％ぐらいの手数料を取られる
わけですが，そこがさっと全部なくなるので，
流通コストの削減の方でメリットがあるとい
うかたちですね．それから，マーケティング

については，主にやっぱり東京，関東が圧倒
的に多いのは間違いないです．関西だと価格
勝負になるので，市場としてはあまりうれし
くなくて，関東の方だと，どちらかというと
西粟倉村というものの活動に対して付加価値
を持っているので，同じ木を買うんだったら
西粟倉村の方からちょっと高くても買います
よといった方が圧倒的に多い．
○フロア 1　それは遊具でもですか．
○上山　そうです．遊具でも家具でもです．
ですから，やっぱり市場が東京にあって，さ
っきの「木工房ようび」さんは新宿伊勢丹本
店でコーナーを取っていたり，それからサン
トリーさんのところでコーナーが取ってあっ
たりするので，ECサイトも当然使いますが．
○フロア 1　どうやってマーケティングを取
ったわけですか．
○上山　彼らはマーケティングが本当に上手
で，例えば ITの旗手と呼ばれている方だと
か，LINEの社長だとか，Facebookの方とか，
いろんな方たちとつながっているので，そう
いうレベルの情報発信はすごく上手ですね．
だから，個人資産が 400 億円とかいうような
方たちが結構近くに来ているんですよ．
LINEの社長さんだとか，Yahoo!の会長さん
だとかが来られているので，そういうところ
をうまく使っていらっしゃるというのが．
○フロア 1　そういう個人的なネットワーク
を持っている人は，個人で起業したらという
感じですかね．
○上山　そうですね．こっちで起業するのと，
それから例えば，百森がある程度ブランド化
しているので，そういうところで注目をいた
だいている中で付き合いがつながっていくと
いうのは多いみたいです．そういうマーケテ
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ィングをやっていて，さっきの木材だけでは
なくて地域ブランドをつくっていくというの
は，彼はコンサル業務も結構しているので，
コンサル業務では水平的にいろんな地域に行
っているというのは多いです．
○フロア 1　コンサル業務というのは，つく
っている会社がコンサルをするということで
すか．
○上山　そうです．西粟倉村のようなことが
やりたいというような地域からお声をいただ
いて，そういうのを水平展開していくという
ことをやられているということです．
○フロア 1　最後に，何でここにいるのかと
いう点については，いかがでしょうか．
○上山　最初の起業時に小さな村なので，や
っぱり行政と組んで与信をやっていくという
のは必要なんですが，最初からぽんっと右も
左も分からない馬の骨の人にお金を貸すとい
うのはあんまりなかなかないんですが，最初
に来られたときにそういう話をしていく上
で，小さな村役場なので超えていかないとい
けないハードルが非常に少なくて，ベンチャ
ーさんのスピードに付いていきやすいんです
よね．多くのところはやっぱり合併して大き
くなっているので，超えていかないといけな
いハードルが結構あって，本当は今日相談し
たことは明日の朝までに返事が欲しいという
のも一週間待てとかいう話になると彼らは食
っていけないわけです．西粟倉村はどちらか
というと邪魔されないからいいよねという話
になって．
○フロア 1　スタートアップの支援を密にや
っているということですか．
○上山　そうです．支援をしているというか，
邪魔しないということにつながっていって．

○フロア 1　では，事業が確立したら，東京
へ奉還ということになるんですか．
○上山　それがまた面白いことに製造業の方
は特にそうなんですが，事業規模を拡大する
上で，いろんなお金を使われるんです．お金
を使うということは，借金をするということ
なんですね．借金をしたら動けない．うちと
したら例えばいろんなところから借金をする
のは，村もこんな事業で今後も伸ばしていき
ますからお金を貸してくださいみたいな話で
貸すと個人的な借金がどんどん増えていくの
で，その場から動けなくなっちゃうんですよ
ね，製造の方は．
○フロア 1　どの辺の機関が融資しているん
ですか．
○上山　例えば，「森の学校」さんだと，農
林中央金庫さんだとかみらい基金だとか，そ
ういった国のファンド系のものだとか，それ
から市中銀行だとか，結構限られています．
ですから，土台のところで動けないんですね．
定着化していただくのには借金をしていただ
くのが一番いいんですが．コンサルティング
の方たちは逆にどこでもできるので，移動が
しやすいのは間違いないですね．そういう意
味では製造は一回腰を据えるとなかなか動け
ないというのがあります．
○フロア 2　Iターンとは別の話で，人口の
9割近く，130 人ぐらいの人がここ 9年で入
ってきているということですが，それが何で
できたのかなというのが知りたくて，さっき
の話から判断をすると，百年のビジョンを掲
げるとか，後はローカルベンチャーの提案を
募集するみたいなことをされているとおっし
ゃっていましたが，それだけで若者が来るの
かなと思っていて，もっと例えば資金面で優
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遇するとか，生活費を補助するとか，そうい
うこともしていたりするんですか．
○上山　いや，何もやっていなくてですね，
生活費の補助というのは，地域おこし協力隊
制度というのがあるので，それで来られる方
は 3年間その制度が利用できますよというの
はあるんですが，それ以外はなくて，逆にど
ちらかというと，いろんなスタートアップの
方たちが来られて，今の所成功されていてそ
こにいらっしゃるもんですから，次に来られ
る方も孤独感なく，行けばそういう人たちが
いらっしゃるということで，相談相手だとか，
非常に一緒感のある方たちが多いというのが
一つ．さっき言いましたが，「関係人口」の
中でスタートアップをしたいろんな方たちが
いらっしゃって，そこの兼ね合いで人的な支
援だとかメンタリングだとか，そういったの
が非常に得やすいと．例えば，事業をするの
にファンディングをしたいと言ったら，ファ
ンディングだったらどこどこの，例えば
「FAAVO」さんの誰々さんを紹介するよとか，
「Readyfor」の誰々さんを紹介するよとかい
うような，「関係人口」の中で自分が商売を
するときにプラスになる人たちを紹介しても
らえるみたいなところが非常に大きいという
のがあります．
○フロア 2　では，自治体としては別にお金
を出さなくても勝手に来ちゃうということで
すね．
○上山　全然出さなくていい．最近はどちら
かというと，10 年の中でブランド化してき
たので，東京の方で西粟倉村でやるんだよっ
て言うとすごいねみたいな，西粟倉村でやる
ことに価値があるみたいな話になっている
と，この前「FAAVO」の代表の方がおっし

ゃっていました．
○フロア 2　ありがとうございます．
○上山　有料ですが，住むところはつくって
あげないといけないので，シェアハウスだと
か，平屋の古民家のような大きなものではな
い住宅だとかは，民間の「森の学校」さんな
んかに建ててもらって，村が買い取って管理
費を出すみたいなかたちで，住むところをつ
くったりはしています．
○フロア 2　ありがとうございました．
○フロア 3　森林商事信託の話ですが，水力
発電が 199 キロワットということで，例えば
何年ぐらいで収益化しますか．
○上山　20 年間でざっと 9億 4000 万円ぐら
いになって，事業費が 4億 8000 万円ぐらい
なので，単純に 20 年間をトータルすると合
計が 4億円ぐらいの収益のかたちにはなりま
す．
○フロア 3　それを割ると．
○上山　そうですね．10 年ですね．
○フロア 3　他の自治体さんもすごく関心の
高い事業だと思っていて，一つ気になったの
が，普通，信託保証って結構高めに設定され
るのではないかなと思うのと，もし課題があ
ったりとか，その辺は別の対策を採っておら
れるんでしたら，どういうものがあるのかと
いうのを少しお聞かせください．
○上山　もともと自治体のスタンスの問題だ
と思うのですが，村が何で信託をするかとい
うと，流出したものを取りまとめる作業を自
治体がやるというのは結構コストがかかるの
で，そこのコストを信託に任せるという判断
であって，要は信託が要求するコストと村が
本来やらないといけないコストとを比較した
ときに，どっちが安いかという話なんです．
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もともと村は「百年の森林構想」ということ
で森林の利活用をするための集約化をしてい
るので，そのコストが要は信託コストだと見
れば，所有者さんにかけなくても村のコスト
で持っていくみたいなかたちを考えていま
す．いまも「百年の森林構想」という事業は
コスト負担を持っていますから，だからそれ
が，村が直接やるコストになるのか，信託が
やるコストになるのかというところです．
○フロア 3　村側のコスト負担を削っていく
ようなメリットがあると．
○上山　森林信託で受け持つコストについて
は，主伐期に回収するモデルにしていて，間
伐のときは回収しないんですが，主伐をした
ときに信託でコストしているものについて村
が持っているものについては，ある程度，主
伐期に回収させてもらうというスキームにし
ています．そうすると結構息の長い，50 年
とか 60 年とかになります．
○フロア 3　他の自治体によっては，その辺
でもう少し合意形成が必要になると思いま
す．西粟倉村さんみたいに意思決定のスピー
ドではありませんが，やりやすいところと，
自治体によっては一筋縄ではいかない行政も
あると思います．
○上山　そうですね．信託はもともと経済林
を対象にやるべきものだと考えていて，そう
するといま議論はうちの場合は経済林じゃな
い議論をしているんですが，全国で預ける山
では経済林として成り立つ山が，例えば，吉
野だとかがあって，そういったところだと自
治体が負担をする必要が特にはないと思いま
す．それでこの地域内にいらっしゃらない，
東京に在住の方たちは信託会社で関わっても
らう，そういう進め方だと思います．うちの

場合はちょっと違いますが．
○フロア 4　「百年の森林構想」で，森林を
個人の所有者さんから委託というか，集約し
てというお話だったんですけど，実際にどの
ぐらいの個人所有者が集まっているのです
か．
○上山　いま村にお預けいただいているの
は，個人所有の山が 3000haあって，該当者
は 1400 人ぐらいですが，いまだいたい
1500haで 750 人ぐらいなのでほぼ半分です．
まだ半分あります．
○フロア 5　何か観光資源として使えるよう
なものはありますか．また，東北にある他県
の自治体さんとの連携というのはどのように
されているのでしょうか．
○上山　観光は，もともと環境モデル都市も
取っているんですけど，どちらかというと目
的型の，ここは鳥取の主要道路の鳥取自動車
道がありますが，全線開通のときに立ち寄り
が減るのではないかということで，目的地型
の観光に切り替えるというのが一つの狙い
で，百森だとか環境モデル都市だとかは，そ
こがベースで動いているので，実はこうやっ
て来ていただいて，泊まっていただくという
ことが一つの観光という認識をしています．
ですから役場は視察をなるべく受けるという
かたちにしているんですよ．民間さんはなか
なかそんなことにはなりませんが，視察はな
るべく受けようねという話はしています．最
近は一人とかいうこともあって，ううんと言
いながら困っていますが，そんなかたちでな
るべく受けるというかたちで観光につなげる
と．次の仕組みとしては，いま「森の学校」
さんだとか「村楽エナジー」さんなんかが体
験ツアーの組成に入っていて，そういうかた



－ 15 －

特集 1　持続可能な地域　「持続可能な地域づくりを目指して―林業を基盤とした循環型の村づくり―」

ちでより広げていくというのが一つと．
それから 2番目が，実は山の関係は結構い
ろいろあって，全国いろんなところとやって
います．バイオマスの関係も，下川町だとか，
環境モデル都市というかたちでいろんなとこ
ろとお付き合いをさせていただいています．
それからローカルベンチャーについては，実
は東京の NPOの「ETIC.」さんというとこ
と組んで，地域で頑張りたいという人たちが
集まるような仕組みをつくっていて，その中
でやりたい方のビジネスプランを磨く仕組み
があって，それは西粟倉村とか災害があった
北海道の厚真町だとか下川町だとか，東北だ
と気仙沼市， 石市，石巻市，それから石川
県だと七尾市，四国や九州だと宮崎県日南市，
黒川温泉のある南小国町，そういうところと
協働で東京にいけすをつくって，そこで地方
でやりたい方たちを育てて，その 2階建ての
プログラムがさっき言いましたローカルベン
チャースクールとかローカルライフラボのよ
うな仕組みです．
○フロア 5　そういったことはどなたが主催
しているのでしょうか．
○上山　ベンチャースクールはうちが主催し
ています．幹事としてやっていますけど，そ
れ以外のところはいろいろですね．いま多く
でやった方がよほど合理的なので，一生懸命
やりたいところはそういうところが多いで
す．再生可能エネルギーもそうですが．
○フロア 6　さっき描かれていたようなスキ
ームでやれたらいいなと思っているところは
他にも多いのではないかなと思いますが，実
際にやるとなるとなかなか担い手がいないと
かいう課題があると思いますが，そのあたり
についておうかがいしたと思います．もう一

つはよそから来られた方と元からいらっしゃ
る方の関係はいかがでしょうか．
○上山　人はやっぱり不足していて，いろん
な人材が地域課題に取り組む中で，自由に来
てされる方もいいですが，例えば介護をどう
するかとか，交通問題をどうするかとかいう
ような公共的な課題もあって，そこはやっぱ
りどちらかというと，役場の職員は 41 人し
かいないので，そこへ 1人張り付けるという
ことはなかなか難しいので，どうしてもエキ
スパートの人を呼んできて，そういうビジネ
スができないかという話を進めていくので，
そういう部分ではやっぱり人手不足なんで
す．ただ，役場の職員は不足かというと，役
場の職員は，要はそういう人たちを集めてき
て事業化していくという過程を取るだけの話
なので，そういう意味では別に人手不足でも
ないという感じです．
いまご覧いただいたスキームは，全部先ほ
どの住友信託銀行さんだとか，外からの人た
ちがスキームを支えているという絵なんで
す．最近，ICOもちょっと話題にはなってい
ますが，それも役場の職員がかんでいるのは
1人か 2人なので，後はブロックチェーンの
専門家だとか，博報堂さんだとか，それぞれ
集まった方たちが，それぞれの課題をそれぞ
れが解決していくものをまとめているだけな
ので，そういうスキームをずっと西粟倉村の
場合は事業ごとにつくっているという状態
で，先ほどのシンボルプロジェクトもそうい
う状態でつくっているということです．
また，移住者の方との摩擦はだいぶなくな
りました．やっぱり 10 年もやっていると地
元の方も慣れてこられるのでだいぶなくなっ
て，それから，もう一つは来られる方も右腕
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人材で来る人も結構あるんですよ．いまのベ
ンチャーの方が事業を増やすために人手が足
らないので事業とか，それから，地元の建設
会社さんが事業の多角化をするための人材が
欲しいということで，右腕人材で来ている人
たちも結構多いので，要は，上に付いている
人たちがしっかり新しく来た人たちに田舎は

こういうもんだとか，ごみはこうやって出せ
とか，草を刈れとかいうことを役場が言わな
くても，上の方たちが言い出し始めたので，
そういう意味では地元の摩擦感というのは少
なくはなってきたかなと．でも時々はありま
すけどね．僕らが行って謝ったりすることも
あります．そんな感じです．


